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人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
長

崎
市
の
平
成
30
年
度
予
算
は
、「
人
口
減
少

の
克
服
」
と
「
交
流
の
産
業
化
」
に
よ
る
長

崎
創
生
に
向
け
た
取
り
組
み
や
「
次
の
時
代

の
長
崎
の
基
盤
づ
く
り
」
な
ど
、
未
来
へ
の

投
資
に
つ
な
が
る
施
策
を
着
実
に
推
進
す
る

と
い
う
考
え
方
の
も
と
に
編
成
さ
れ
た
こ
と

が
市
長
か
ら
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
人
口
減
少
対

策
の
一
つ
と
し
て
、子
育
て
環
境
の
充
実
な
ど

に
さ
ら
に
力
を
入
れ
て
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
と
し
、２
月
定
例
会
で
は
子
育
て
施
策
に

係
る
新
た
な
制
度
の
創
設
や
、
従
来
の
制
度

の
拡
大
に
よ
る
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る

た
め
の
議
案
が
提
案
さ
れ
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
給
付
型
奨
学
金
の
創
設

　
～�

第
31
号
議
案
「
長
崎
市
奨
学
金
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
～

　
こ
の
議
案
は
、国
（
日
本
学
生
支
援
機
構
）

や
県（
育
英
会
）に
お
け
る
大
学
生
向
け
の
奨

学
金
が
拡
充
さ
れ
る
中
、
長
崎
市
の
奨
学
金

を
利
用
す
る
大
学
生
は
年
々
減
少
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、大
学
生
の
貸
与
型
奨
学
金
を
廃
止

し
、一
時
的
に
多
額
の
費
用
を
要
す
る
高
校
入

学
準
備
の
負
担
軽
減
の
た
め
、
入
学
に
係
る

給
付
型
奨
学
金
制
度
（
以
下
高
校
生
等
入
学

給
付
金
）
を
創
設
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
高
校
生
等
入
学
給
付
金
は
市
独
自
の
新
た

な
制
度
で
あ
り
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

子
育
て
支
援
施
策
の
さ
ら
な
る
充
実
が
図
ら
れ
ま
す
。

施
行
さ
れ
ま
す
。
対
象
者
（
下
記
参
照
）
に

は
高
校
生
等
一
人
に
つ
き
６
万
３
２
０
０
円

が
給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
高
校
生
等
入
学

給
付
金
の
新
設
に
伴
い
、
大
学
生
へ
の
貸
与

型
奨
学
金
は
平
成
31
年
度
に
廃
止
さ
れ
ま
す

が
、
平
成
30
年
度
ま
で
に
貸
与
の
決
定
を
受

け
平
成
31
年
度
以
降
も
貸
与
を
希
望
す
る
場

合
は
、
在
学
期
間
中
貸
与
さ
れ
ま
す
。

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
対
象
拡
大

　
～�
第
35
号
議
案
「
長
崎
市
福
祉
医
療
費
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
～

　
こ
の
議
案
は
、
子
ど
も
の
健
康
保
持
と
子

育
て
家
庭
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部
を
助
成
し
て

い
る
福
祉
医
療
費
の
支
給
制
度
に
つ
い
て
、

通
院
に
要
す
る
医
療
費
の
助
成
対
象
を
拡
大

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
子
ど
も
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

助
成
対
象
を
順
次
拡
大
し
、
支
給
方
法
に
つ

い
て
も
見
直
し
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
平

成
28
年
４
月
に
は
入
院
及
び
通
院
に
お
け
る

助
成
対
象
を
小
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
に
拡

大
し
、
平
成
29
年
10
月
に
は
入
院
の
助
成
対

象
を
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
に
拡
大
し
て

い
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
で
は
通
院
の
助
成

対
象
者
が
中
学
校
卒
業
ま
で
の
児
童
に
拡
大

さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
助
成
対
象
の
拡
大
は
平
成
30
年
10

月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

　
平
成
30
年
２
月
定
例
会
を
、
２
月
21
日
か

ら
３
月
15
日
ま
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
本
会
議
で
は
、
長
崎
駅
周

辺
再
整
備
、
観
光
客
受
入
対
策
、
雇
用
・
人

口
減
少
対
策
の
３
つ
の
特
別
委
員
会
か
ら
委

員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ

８
）

　
そ
の
後
、
常
任
委
員
会
の
委
員
の
選
任
を

行
い
（
各
委
員
会
の
名
簿
は
Ｐ
12
）、
市
長

か
ら
は
、
平
成
30
年
度
の
予
算
編
成
や
、
主

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
施
政
方
針
説
明
と
、

各
議
案
に
つ
い
て
の
提
案
理
由
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
２
月
26
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
は
市
政
一

般
質
問
を
行
い
、
16
名
（
会
派
代
表
質
問
７

名
、
個
人
質
問
９
名
）
の
議
員
が
登
壇
し
ま

し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
３
～
７
）

　
３
日
５
日
か
ら
12
日
ま
で
は
各
常
任
委
員

会
に
お
い
て
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
や
所

管
事
項
調
査
を
行
い
ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ

９
）

　
定
例
会
最
終
日
の
15
日
は
各
常
任
委
員
会

の
委
員
長
か
ら
議
案
審
査
の
報
告
を
行
い
、

市
長
提
出
議
案
60
件
を
議
決
（
平
成
30
年
度

一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
減
額
修
正
）
し

ま
し
た
。（
詳
細
は
Ｐ
10
～
11
）

　
そ
の
後
、
都
市
整
備
・
交
通
対
策
、
地
域

づ
く
り
・
人
口
減
少
対
策
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
誘
致
対
策
の
３
つ
の
特
別
委
員
会
を
設
置

し
ま
し
た
。（
各
委
員
会
の
名
簿
は
Ｐ
12
）

２
月
定
例
会
の
概
要

カズオ・イシグロ氏を名誉市民に選定
　昨年、長崎市出身の英国人作家カズオ・イシグロ氏
がノーベル文学賞を受賞しました。ノーベル文学賞の
受賞は本市出身者としては初めてであり、その卓絶な
功績とともに、高

こう
邁
まい
な人格と識見を有しており、今後

も市民の誇りとなることから、
２月定例会において同氏を名
誉市民として選定するための
議案が提案され、同意するこ
とに決定しました。 ▲全会一致で同意されました

高校生等入学給付金の対象者（平成30年４月１日施行）

以下の要件を満たす者の保護者
（ただし、生活保護世帯及び市民税所得割非課税世帯は除く）

ア�　高等学校、高等専門学校、専修学校の高等課
程及び中等教育学校の後期課程のうち通信制で
ない学校に在学すること
イ�　経済的な理由によって修学が困難であること
（就学援助における準要保護者相当）


